
日

、

、

り
が
と
う
」
と
葉
を
添
-

.
ぇ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
型
と
ピ
一

ン
パ
ツ
ジ
型
を
製
作
。
そ
れ
一

ぞ
れ
文
字
無
し
も
あ
る
。
二

個
三
百
円
(
税
込
み
、
送
料
一

白
が
あ
る
」
と
分
か
っ
て
も
無
料
〉
で
販
売
し
て
い
る
。
一

ら
う
た
め
に
、
身
に
着
り
ら
パ
ッ
ジ
の
こ
と
を
知
っ
た
北
一

た
め
、
人
に
気
付
い
て
も
ら
れ
る
マ
ー
ク
が
な
い
か
イ
ン
九
州
市
や
京
都
市
な
ど
全
国
一

え
ず
仲
一
活
し
づ
ら
さ
を
感
じ
タ
l
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る
の
母
親
か
ら
注
文
が
相
次
一

る
量
一
は
少
な
く
な
い
。
と
、
県
外
で
は
手
作
り
堅
宛
ぎ
、
百
三
十
個
が
売
れ
た
。
一

中
村
さ
ん
は
、
小
学
二
年
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
親
子
で
身
に
着
け
て
い
る
一

の
三
男
が
広
汎
性
発
達
障
愛
知
県
に
は
な
か
っ
た
。
母
親
か
ら
は
「
心
が
少
し
軽
一

害
。
病
院
の
待
合
室
で
急
に
子
育
て
が
一
段
落
し
た
今
く
な
っ
た
」
と
の
感
想
が
寄
一

大
声
牽
よ
げ
た
り
、
す
れ
違
年
二
月
、
会
で
缶
バ
ッ
ジ
作
せ
ら
れ
た
。
す
ぐ
に
障
害
者
一

っ
た
人
の
体
を
触
っ
て
し
ま
り
を
始
め
た
。
デ
ザ
イ
ン
だ
と
分
か
ら
な
く
て
も
パ
ツ
一

つ
だ
り
。
周
開

A

m
や
や
は
、
春
日
台
特
別
支
援
学
校
ジ
を
見
た
人
の
視
線
は
、

一

か
な
自
で
見
品
、
「
い
つ
高
等
部
一
年
の
教
本
慎
ノ
介
「
何
か
理
由
が
あ
る
ん
だ
な

も
、
ご
め
ん
在
、
っ
さ
ん
合
る
が
幸
せ
の
象
徴
で
と
い
う
配
慮
し
た
目
で
見
て

て
ば
か
り
。

一

の
あ
る
青
い
鳥
が
四
つ
葉
の
ク
く
れ
る
感
じ
が
す
る
」
と
い

が

怖

い

』

と

川

い

ロ

l
パ
l
を
く
柄
う
。
子
ど
も
が
文
字
あ
り
、

る

」

と

話

す

。

、

』

。

母

親

が

文

字

な

し

を

ベ

ア

で

「

変

わ

つ

あ

付

げ

る

例

が

多

い

。

中

村

さん
は
「
一
人
で
も
多
く
の
人
・

ジ
に
、
パ
ッ
ジ
m
意
味
付
ま

山
っ
て
ほ
し
い
」
と
顧
Z

一

町

一

も

や

虫

ー

す

る

。

4 

丹
，
』
司

自
問
一
Q
》
一
節一nu-

舵
一
お
う
と
、
つ
く
る
「
も
も
や
ま
会
」
が
手

伊
.
作
り
缶
バ
ッ
ジ
を
墨
て
い
る
。
代
表
の
器

n
雪
)
H単
一

H
は
「
バ
ッ
ジ
を
着
け
て
い
z

m

uた
ら
、

n
a
1日
で
見
守
っ
て
ほ
し
い
」

フ-
1'¥ッな

にわ

。

4・.;_. -..- ...... 

、

、、

、寺
、

「
見
守
っ
て
く
れ
て

ン
タ
1
7

ク
ト
ク
ラ
ブ
の
生
徒
は
十

四
、
十
五
日
の
学
祭
や
十
月

の
春
日
井
ま
つ
り
な
ど
で
販

売
す
る
。
@
も
も
や
ま
会

H
B
。匡一

O
河
町
民
同
副
知
l
r
h岡
山
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